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１．組織の概要

（１）事業者及び代表者氏名

株式会社　エスプレス大分 代表取締役　　尾形　嘉博

（２）所在地

本社工場（積替保管庫含）　 大分県大分市大字下郡字向新地３７２０番地の１

広島支社 広島県広島市中区東千田町１-３-１１　アオイビル２Ｆ

広島支社（積替保管庫） 広島県安芸高田市向原町戸島字具路８８１番地１

（3）環境管理責任者氏名及び連絡先

環境管理責任者 串山　雅孝

連絡先 TEL：097-569-2482 FAX：097-554-6651

（4）事業活動の内容

本社工場

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬と中間処理

広島支社

産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の収集運搬

（5）事業の規模

創　立

資本金 2,750万円

売上高 49,137万円（2025年度）

従業員数 本社工場 人

広島支社 人

本社工業敷地面積 平方メートル

広島支社保管庫面積 平方メートル

（6）許可の内容

699

産業廃棄物処分業
（優良認定事業者）

1970年3月16日

23

8

4,500

許可者許可番号許可名称 許可内容

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

08810005072号

大分市

08820005072号

08870005072号

許可年月日

有効年月日

特別管理産業廃棄物
処分業

（優良認定事業者）

大分市

汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀
含有ばいじん等

令和4年2月21日

令和11年2月16日

大分市

中間処理（固化・中和・焼却）

汚泥・燃え殻・ばいじん・鉱さい・廃酸・廃ア
ルカリ・感染性廃棄物

中間処理（破砕・固化・中和・脱水・焼却）

汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物

令和4年9月24日

令和11年9月23日

令和11年2月16日

令和4年2月21日

大分県

令和9年2月16日

- １ -

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04402005072号

令和2年2月17日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物



産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

03400005072号

令和3年4月4日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀
含有ばいじん等

広島県

令和10年4月3日

許可名称 許可番号
許可年月日

許可内容 許可者
有効年月日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04000005072号

平成31年2月8日 汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
ガラスくず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカ
リ・廃油・鉱さい・13号廃棄物・石綿含有産
業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物

熊本県

令和8年2月5日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04000005072号

令和3年2月8日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・石綿含有産業廃棄物・水銀使用製
品産業廃棄物・水銀含有ばいじん等

福岡県

令和10年2月7日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04103005072号

平成31年2月27日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物

佐賀県

令和8年2月26日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04200005072号

平成31年4月15日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物

長崎県

令和8年2月26日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

03500005072号

令和7年12月2日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
ガラスくず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカ
リ・廃油・鉱さい・13号廃棄物・石綿含有産
業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀含有
ばいじん等

山口県

令和14年12月1日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

04500005072号

平成31年2月23日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物

宮崎県

令和8年2月22日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

03200005072号

令和4年1月23日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
ガラスくず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカ
リ・廃油・鉱さい・13号廃棄物・石綿含有産
業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀含有
ばいじん等

島根県

令和11年1月22日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

03300005072号

令和1年11月5日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・石綿含有産業廃棄物・
水銀使用製品産業廃棄物・水銀含有ばいじん等

岡山県

令和8年11月4日

08860005072号
令和7年7月12日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ

ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

大分市
令和14年7月11日

産業廃棄物収集運搬業
（優良認定事業者）

03104005072号

令和1年11月12日
汚泥・燃え殻・ばいじん・廃プラ・金属くず・
紙くず・木くず・繊維くず・ゴムくず・ガラス
くず及び陶磁器くず・廃酸・廃アルカリ・廃
油・鉱さい・がれき類・13号廃棄物・石綿含
有産業廃棄物・水銀使用製品産業廃棄物・水銀
含有ばいじん等

鳥取県

令和8年11月11日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
03450005072号

令和7年12月1日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

広島県
令和14年11月30日

- ２ -

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04452005072号

令和7年7月12日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

大分県
令和14年7月11日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）



（7）積替保管施設

所在地：大分市大字下郡字向新地3720番地の1 所在地：安芸高田市向原町戸島具路881番地1
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1.25㎡

2.50㎡

5.75㎡

2.75㎡

0.60㎡

1.25㎥

2.75㎥

5.75㎥

1.25㎥

0.75㎥

4.00㎡

廃水銀等

4.00㎥

1.25㎥

2.5㎥

5.75㎥

2.75㎥

9.62㎥

燃え殻

廃油

廃アルカリ

9.62㎡廃酸

- ３ -

水銀使用製品産業廃棄物

水銀含有ばいじん等

0.75㎡

11.5㎡

5.75㎡

3.00㎡

16.0㎡

1.75㎡

廃アルカリ

廃油

燃え殻

ばいじん

1.20㎡

廃棄物の種類 面積

3.00㎥

1.25㎡

2.75㎡

2.00㎡ 2.00㎥

金属くず

紙くず・木くず・繊維くず

廃プラスチック類

ガラスくず・陶磁器くず・
コンクリートくず

3.00㎡

容積

5.75㎡

1.25㎡

11.5㎥

5.75㎥2.20㎥

44.92㎥

1.80㎥

1.728㎥

産
業
廃
棄
物 水銀使用製品産業廃棄物

特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

3.63㎥

2.20㎥

2.20㎥

鉱さい

感染性廃棄物

廃石綿等

廃水銀等

1.21㎡

1.00㎡

1.00㎡

1.00㎡

1.00㎡

18.72㎡

1.44㎡

2.20㎥

汚泥

廃棄物の種類 面積 容積

6.72㎡

1.00㎡

1.00㎡

1.44㎡

1.00㎡

1.21㎡

2.20㎥

2.20㎥

1.728㎥

2.20㎥

3.63㎥

13.44㎥

廃プラスチック類

廃油

汚泥

廃酸

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
03154005072号

令和1年11月16日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

鳥取県
令和8年11月11日

許可名称 許可番号
許可年月日

許可内容 許可者
有効年月日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
03350005072号

令和1年11月5日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

岡山県
令和8年11月15日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
3250005072号

令和1年11月16日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

島根県
令和8年11月15日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04550005072号

令和7年8月20日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

宮崎県
令和14年8月19日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
03550005072号

令和7年7月30日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

山口県
令和14年6月28日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04253005072号

平成31年4月15日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

長崎県
令和8年4月14日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04153005072号

平成31年2月27日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

佐賀県
令和8年2月26日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04050005072号

令和3年6月28日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

福岡県
令和10年6月27日

特別管理産業廃棄物
収集運搬業

（優良認定事業者）
04355005072号

令和7年10月3日 感染性廃棄物・廃油・汚泥・燃え殻・ばいじ
ん・廃石綿等・鉱さい・廃酸・廃アルカリ・廃
水銀等

熊本県
令和14年9月2日



（8）運搬車両の種類と台数

14ｔウィング車 1 台 2ｔ貨物車 1 台

9.5ｔダンプ 1 台 1.5ｔバン（保冷車） 2 台

5ｔユニック車 1 台 1.2ｔバン（保冷車） 3 台

4ｔダンプ 1 台 3.7ｔユニック車 2 台

1.8ｔバン（保冷車） 1 台 普通バン 2 台

写真コーナー

（9）処理施設

1

2

3

5

6

7

燃費基準達成車

3.36ｔ/日

4.56ｔ/日

6.48ｔ/日

8

施設の種類

汚泥の脱水施設

廃酸・廃アルカリの中和処理施設

廃プラスチック類等の破砕施設

その他産廃の焼却施設

廃プラスチック類の焼却施設

金属・DXNを含む汚泥の固型化施設

昭和61年10月2日

平成12年2月21日

平成13年12月10日

平成13年12月10日

- ４ -

20ｔ/日

4ｔ/日

燃費基準達成車

燃費基準達成車

台数種類 備考 種類 台数 備考

燃費基準達成車 燃費基準達成車

燃費基準達成車

処理能力

5㎥/日

20㎥/日

設置年月日

平成28年11月22日

平成29年10月31日

4 ガラスの破砕施設

昭和61年10月1日

ガラスくず他（水銀使用製品産業廃棄物含
む）の破砕施設

9

ハンマークラッ
シャー方式

ハンマークラッ
シャー方式

平成24年5月10日 4ｔ/日

処理方式

加圧脱水

中和攪拌

二軸破砕

階段式炉床構造

階段式炉床構造

強制練り式

ガラスくず他（水銀使用製品産業廃棄物含
む）の破砕施設

令和3年12月2日 1.2ｔ/日
ハンマークラッ

シャー方式



（10）廃棄物処理フロー図

廃プラ 廃酸 汚泥 廃油・廃プラ 廃石綿

金属くず 廃アルカリ 燃え殻 感染性廃棄物 廃水銀

ガラス・陶磁器くず ばいじん 金属くず

水銀使用製品産業廃棄物 ガラスくず

廃酸・廃アルカリ

木くず

脱水処理施設

（セメント

原料）

エスプレス大分
積替保管庫

委託先
処分場

安定型
最終

処分場
（埋立）

放流

汚泥
管理型

最終処分場
（埋立）

燃え殻
13号廃棄物

管理型
最終処分場
（埋立）

燃え殻
管理型

最終処分場
（埋立）

水銀使用製品
産業廃棄物

水銀含有ばい
じん等

- ５ -

破砕処理施設

中和処理施設

焼却処理施設

固化処理施設

　収集運搬及び処理料金につきましては、種類・量・距離に応じて算出いたします

無料にて見積依頼シートでの御見積を承りますので、お気軽にお問合せ下さい。



２．環境経営方針

（1）基本理念

株式会社 エスプレス大分は産業廃棄物及び特別管理産業廃棄物の中間処理と収集

運搬を行なっている会社であり、その中でも特に処理困難な特別管理産業廃棄物の処理

処分に於いて法遵守は基より、的確な処理が行なえる体制の維持向上を企業理念とし、

下記行動指針を全従業員に周知徹底して行動する。

（2）行動指針

①　中間処理・収集運搬業務において経営における課題とチャンスを明確化し、環境経営

　目標の継続的改善を図ります。

②　当社の事業活動に係る環境影響に考慮した次の項目を重点課題として取組みます。

1.エネルギー使用設備の効率向上と適正管理及びエネルギー（電力･Ａ重油･軽油･ガソリン）

　の使用量削減に取り組み、二酸化炭素排出量の削減目標を設定し、活動を推進する。

2.廃棄物の有効利用を図り、リサイクルを推進し、廃棄物発生量の削減を進めます。

3.化学物質の管理を徹底すると共に、工場で使用する化学物質の削減及び廃棄物での

　相殺処理を行ないます。

4.廃棄物の適正処理及び管理を行なうために社内勉強会や各個人のスキルアップの

　ための技能講習会への参加を率先して行います。

5.エコアクション２１の趣旨を理解し、作業に反映させて行きます。

③　環境関連に関する法令、県・市の条例その他の要求事項を遵守します。

④　この環境経営方針達成のため、環境経営目標を設定し、定期的に見直しを行うと共に、

　環境経営計画を作成し取り組みを推進します。

⑤　環境経営方針は全従業員に対し、全体会議・文書・掲示板を通じて周知徹底を図ります。　

⑥　地域と連携した環境保全活動を展開し、積極的なコミュニケーションを図ります。

行動指針の前提として「整理・整頓」＋「身だしなみ」＋「明るい挨拶」を徹底します。

２００３年１０月２０日　制定

２０１４年０８月２９日　改定

２０２０年０９月０１日　改定

２０２３年０６月０５日　改定

２０２４年１２月０２日　改定

株式会社　エスプレス大分

代表取締役　尾形　嘉博

- ６ -



環境経営活動計画

（1）　環境マネージメント指標２０２５年度取組の結果

関係法令の遵守 ① 事前のグループ会議で取組内容や各種ＥＡ関連管理目標の推進目標値に

対する達成度評価及び問題点等を話し合って議事録を作成し、それを基に

全体会議資料を作成、回覧、掲示し情報の共有を図る。

② 台風接近などの環境上の緊急事態に対応するための作業手順書（緊急

時）を基に訓練を実施する。また、様々なトラブル事例においてその原因究明

対処方法の検証をグループ会議で討議し、その結果を全体会議で報告し、

情報、問題意識の共有化を図る。

③ 関係法令が改正された都度、２ヶ月以内に講習会を行なう。

④ 作業を行う上で必要な専門知識や技能を向上させるための免許取得や

技能講習会に出席させる。また、社内勉強会を開催し、各個人のスキル

アップを図る。

⑤ 廃棄物の受入量をPCにて一括管理し、各部署にて情報を共有し保管

上限量を超えないよう必要に応じて受入制限を行う。

自主基準の遵守 ① 排出関連の自主基準管理として、最終処分場へ持ち込む汚泥、焼却灰の

溶出試験を週１回、コンクリート固型化処理（１３号廃棄物）にあってはその

都度溶出試験を行なう。

② 焼却炉の自主基準管理として、一酸化炭素濃度の連続測定を稼働日に

行なう。

③ 排水関連の自主基準管理として、公共用水域へ排出する放流水と雨水を

ＳＳ除去装置で処理した排水の分析を行なう。

④ ダイオキシン類による排水汚染防止対策として、２ヶ月に１度二課廃液

処理施設前側溝の洗浄と雨水受水槽内の汚泥の除去を行なう。

環境関連の広報 ① 工場前道路や周辺の落ち葉やごみ等の清掃を行なう。また、工場周辺の

及び利害関係者 緑地帯の清掃や最終排水口が繋がる側溝周辺の草刈りを実施する。

又は地域社会との ② 産業廃棄物協会主催の地域清掃及び行政主導の環境関連行事へ参加

協力 する。

③ 外部からの苦情問題等が発生した場合は、対策完了後の直近の全体

会議で報告し、問題意識の共有化を図る。

④ 外部からの情報や問い合わせは事務所内で共用ノートを作り、事務連絡

事項を全員で確認する。

⑤ 営業情報、業務日誌を電子化し、情報の共有化を図って行く。

⑥ 服装・身だしなみ、明るい挨拶を心がけ外部の方に好印象を持っていただける

ようにする。

（2）　環境マネージメント指標２０２６年度取組項目について

上記取組の継続とする、地域清掃及び環境関連行事については、

新型コロナウィルス感染症対策は継続しつつ積極的に参加していく。

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

目標項目 実　　施　　計　　画

（廃棄物に関する）

判定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

- 7 -



（3）　オペレーション指標２０２５年度取組の結果

EA関連管理目標 ① 電力消費量を削減するために、焼却炉の月例点検、年次点検を実施し、

の推進 適正運転を行なう。また、ミキサー、ニ軸破砕機などの大電流消費施設は

廃棄物をまとめて処理することで効率的な運転を行ない、消費電力の削減

に努める。終業時には、待機消費電力削減のために使用していないコンセ

ントを抜いて帰る。

② 燃焼温度をタイトな温度域で維持し、補助燃料使用量の削減に努める。

③ 車輌・重機類の燃費管理及び始業･月例点検整備を実施し、軽油消費量

の削減を行なう。

④ コピー用紙を削減するために、現場で使用していた点検簿や設備運転日報

などをパソコン内で管理する。また、ＦＡＸを受信した際は一度パソコンに

取り込み内容を確認後、必要な書類のみを印刷し、社内文書は裏紙を利用

するなどして、極力コピー用紙の使用を控える。

⑤ 水道水使用量を削減するために作業服の洗濯、食器、分析室のガラス

器具などのまとめ洗いを行なう。また、流しの水道の蛇口に節水コマを取り

付け、無駄な使用を控える。

⑥ 化学物質使用量を削減するために、廃棄物での相殺処理を行なう。

⑦ グリーン購入を進めるために、事務用品購入時にはエコマーク、グリーン

マーク商品を率先して購入する。

⑧ 運搬車両の燃費向上のため、エコドライブ運転（①速度の抑制、②急ブレーキ

を避ける、③車間距離を取る）を徹底していく。

⑨ 電力消費量を削減するために、EVフォークリフト２台の管理及び始業･

月例点検整備を実施し、電力使用量の削減を行う。

⑩ 営業活動の目標を部内で共有し、結果の数値化と考察を行う。

⑪ ガソリン車の燃費管理及び始業・点検整備を実施し、ガソリン消費量の削減

を行う。

産業廃棄物の ① 紙、木、金属類、ビン類、プラスチック類、燃え殻を対象に行なう。

再資源化

工場内美化活動の ① 焼却炉周辺や投入ステージの清掃を行なう。また、工場内通路や一課

推進 作業場床面の水洗浄を行なう。

② 作業終了後に車輌及び重機類の洗浄を行なう。

③ 工場内見回りを強化し、火災・事故等の防止、また緊急事態の早期発見に

努める。

④ 工具置場の整理整頓を実施し、定期的に道工具のチェック及び手入れを行なう。

ひと仕事ひと片付けを徹底。

（4）　オペレーション指標２０２６年度取組項目について

基本的には上記取組の継続とする、今期の実数値を元に数値目標を設定し削減に取り組む。

〇

〇

〇

- 8 -

目標項目 実　　施　　計　　画 判定

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇



３．環境管理組織体制

総括 ＥＡ活動の基本方針を決定、活動全てを統括、必要な活動を指示、その結果及び進捗を把握、

（代表取締役社長） 重要事項の判断、決裁、見直し

副総括 総括を不在時に代行

（取締役）

環境管理責任者 環境経営システム全体の構築、運用、維持及び総括への報告

（取締役工場長）

副環境管理責任者 ＥＡ活動の企画立案、情報の収集、 副環境管理責任者 ＥＡ活動の企画立案、情報の収集、

（営業部マネージャー） 教育の企画・推進、進捗状況を把握、 広報活動、教育の企画・推進

会議の記録、データの集計・管理、 進捗状況を把握

ＥＡ環境活動レポートの作成維持・管理

副環境管理責任者 水道消費量・排水量の把握、 副環境管理責任者 データの集計・管理、ＥＡ環境活動

中間処理Ｇ３グループ長 排水関連の適正処理 （業務主任） レポートの作成・維持・管理

副環境管理責任者 産業廃棄物収集・運搬におけるエコ 収集運搬Ｇグループ長 ＥＡ環境活動レポート維持・管理、

収集運搬Ｇグループ長 ドライブ等推進、車輌関連の整備 産業廃棄物の再資源化推進、

点検・燃費把握 各部門の草案に対する整理・管理・運営

事務･営業Ｇグループ長 産業廃棄物収集・処理量の把握、 事務Ｇグループ長 コピー用紙使用量の管理、事務所内水道・

コピー紙、Ａ重油・軽油受入量の把握 電気の管理、グリーン購入の推進

中間処理Ｇ１グループ長 重機類の軽油消費量・燃費把握、 積替保管部門班長 積替保管物の管理、収集運搬量の管理

処理における適正処理、リサイクル 保管庫内・周辺の美化・管理、

水道水・電気管理、工具類の管理

中間処理Ｇ２グループ長 焼却炉関連の適正処理・保守管理、 収集運搬部門班長 運搬におけるエコドライブ推進、車両の整備

CO濃度の把握、電力消費量の把握 点検の管理・燃費把握、フォークリフト管理

（業務主任）

総　括

環境管理責任者

本社・工場長

代表取締役

副総括

役割（役職） 責任･権限・使命

事
務
・
営
業

Gr

- 9 -

広島支社

副環境管理責任者

事
務

Gr

収
集
運
搬

Gr

積
替
保
管
庫
担
当
班

取締役

収
集
運
搬

副環境管理責任者

本社・工場

Gr

破
砕
・
固
化

Gr

焼
却
処
理

Gr

中
和
処
理

Gr

車
両
担
当
班



４．環境目標

（1）本社工場は、経営体制の変わった2023年度を基本年度とし、それを基に環境目標を設定し取組んだ。

　　基本年度及び環境目標は以下の通りである。

２０２５年度

（2）広島支社も、2023年度を基本年度とし、それを基に環境目標を設定し、環境活動に取組んできた。

　　基本年度及び環境目標は以下の通りである。

２０２４年度

45.3

32.8

74.4

28.3

1.28

２０２６年度

（中期目標）

45.3

32.8

74.4

28.3

1.28

２０２５年度

（今年度）

45.3

32.8

74.4

28.3

1.28

4.0

10.0

0.130

項　　　　目

二酸化炭素排出量の削減

産業廃棄物の再資源化

グリーン購入

紙使用量の削減

（コピー用紙使用量）

単　位

回収量当たり

（㎏-ＣＯ２/ｔ）

回収量当たり（％）

総事務用品購入

金額当り（％）

回収量当たり

（枚/ｔ）

２０２３年度

（基本年度）

47.2

27.9

73.0

29.0

140.0

190.0

30.0

590,000

7,200

5.0

9.5

0.100

２０２４年度

150.0

200.0

30.0

600,000

7,200

4.0

10.0

0.130

（今年度）

150.0

200.0

30.0

600,000

7,200

160.0

200.0

30.0

600,000

7,200

4.0

10.0

0.130

（コピー用紙使用量）

水道使用量の削減
延べ従業員一人当たり

（ｍ
３

/人）

電力

Ａ重油

軽油

総量

二酸化炭素排出量
の削減

単　位

処理量当たり

収集運搬・排出量当り（㎏-CO２/ｔ）

（㎏-ＣＯ２/ｔ）

（㎏-ＣＯ２）

総量（ｔ/年）

総受入量当たり（％）

総受入量当たり

（枚/ｔ）

項　　　　目

廃棄物排出量の削減

産業廃棄物の再資源化

紙使用量の削減

２０２３年度

（基本年度）

２０２６年度

（中期目標）

（ｍ
３

/人）
1.30水道使用量の削減

延べ従業員一人当たり

- 10 -



５．環境経営目標の実績

（1）環境への負荷の状況、2025年度実績値

（2）受託した廃棄物の数量

・ 2025年度の産業廃棄物収集運搬量

汚泥

燃え殻

ばいじん

廃プラスチック

金属くず

木くず

ガラス・陶磁器くず

廃酸

廃アルカリ

廃油

感染性廃棄物

廃石綿

廃水銀

水銀使用製品産業廃棄物

非飛散性アスベスト

合計

14,746.38

515.40

（CO2発生量）

ガソリン使用量

（CO2発生量）

上水使用量

155,174.60

6,356.20L/年

kg-CO2

ｍ
3
/年

1,467.89

3,405.50

97.53

地下水使用量 ｍ
3/年

うち再資源化量：52,760ｋｇ

単位 本社工場廃棄物の種類

300.00 ―

8,368.20 ―

広島支社

化学物質使用量

（硫酸亜鉛）

資源使用量

一般廃棄物排出量

産業廃棄物排出量

kg/年

ｔ

ｔ

ｔ

L/年

kg-CO2 ―

単位

464,123.60

222.779.33

kwh/年

kg-CO2

L/年

本社工場

電力使用量

A重油使用量 ―57,260.00

備考

軽油使用量

（CO2発生量） 34,576.2156,851.85

（CO2発生量）

広島支社

10,765.00

6,846.54

13,401.6322,035.60

kg-CO2

-

11.4

101.8

ｔ/年

kg/年

kg/年

172.43

104.35

852.72

―

188.00

―

ｔ

ｔ

ｔ
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79.34

658.10

0.31

195.7

0.3

1.2

ｔ 0.08 ―

ｔ 1,288.56 828.3

113.4

48.4ｔ 11.44

ｔ 195.24

1.47

0.19

170.14

33.62

-

49.21

89.42

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

139.2

3.5

0.1

148.8

62.9

1.6

―

―

ｔ

ｔ



・ 2025年度の産業廃棄物中間処理量（本社工場）

廃棄物の種類

汚泥

燃え殻

ばいじん

廃プラスチック

金属くず

ガラス・陶磁器くず

木くず

廃酸

廃アルカリ

廃油

感染性廃棄物

合計

・ 2025年度の中間処理後の産業廃棄物量（本社工場）

廃棄物の種類

廃プラスチック

ガラス・陶磁器くず

汚泥

燃え殻

13号廃棄物

燃え殻

ばいじん

合計

６．環境経営目標の取組結果とその評価、次年度の取組内容

・ ２０２５年度二酸化炭素総排出量（全社） ｋｇ-ＣＯ2／年

（1）本社工場

・ 二酸化炭素総排出量

・ 電力による二酸化炭素排出量

※電力係数　0.480

年間を通して安定的に目標達成

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 しました。

150.0 117.6 114.9 104.9 99.5 97.7 80.6 109.9 117.6 95.4 113.0 101.7 82.1

来期も引続き取組を継続します。

ｔ 1,916.79 657.8

ｔ 1,076

449.552

単位

単位 処分量 うち再資源化量

255.07ｔ -

-

-

102.5

6.3

13.9

-

-

1.0

ｔ

1.60

0.52

171.86

42.62

135.76

-

93.22

19.55

57.02

485.9

103.7

目標

実績

焼却処理量当り

ｋｇ-CO2/ｔ

単位

処分量

1,139.57

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

11

494,380.410

261

53

150

ｔ

ｔ

ｔ

2025年度

150.0

目標

実績

2025年度

600,000

埋立

セメント原料化

セメント原料化

総量

ｋｇ-CO2/年
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埋立

埋立

埋立

埋立

単位

ｔ

ｔ

ｔ

ｔ

処理方法等

12

510

79

ｔ

ｔ

ｔ 48.3

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

本社工場・電力



・ Ａ重油による二酸化炭素排出量

今年度焼却炉の設定変更により

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 大幅に使用量が削減されました

200.0 84.8 99.8 90.0 87.7 93.4 83.2 102.4 72.0 60.4 50.7 43.6 0.7 年間を通して過去最高の削減と

なり目標達成できました。

来期も引続き取組を継続します。

・ 軽油による二酸化炭素排出量

5月～7月の間、14ｔ車の広島支社

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 試験移動に伴い、軽油購入量と

30.0 28.3 17.9 27.8 19.4 23.2 21.4 23.5 26.6 63.1 66.4 40.7 25.2 運搬量が逆転したため未達成と

なりました。

今季は特殊な事情として、来期も

目標は変えず取組を継続します。

・ ガソリンによる二酸化炭素排出量

繁忙期は目標未達成

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 でしたが、年間として目標達成

10.0 7.2 3.5 7.6 4.1 8.5 6.7 10.3 3.3 12.2 8.9 16.2 9.3 できました。

来期も引続き取組を継続します。

32.0

単位 2025年度

実績 ｋｇ-CO2/ｔ 72.4

目標 収集運搬・排出量当り 30.0
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単位 2025年度

単位 2025年度

目標 焼却処理量当り 200.0

実績 ｋｇ-CO2/ｔ

目標 収集運搬・排出量当り 10.0

実績 ｋｇ-CO2/ｔ 8.1

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

目
標
値

9
月

1
0
月

1
1
月

1
2
月

1
月

2
月

3
月

4
月

5
月

6
月

7
月

8
月

本社工場・Ａ重油

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

本社工場・軽油

0.0
5.0
10.0
15.0
20.0

本社工場・ガソリン



・ 紙使用量の削減

年間を通じては目標達成できたが

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 繁忙期の使用量がやはり多くなる

10.0 7.2 3.8 10.3 8.5 11.0 8.8 14.1 9.6 6.2 8.2 9.2 8.4 傾向にあります。

来期も引続き取組を継続します。

・ 水道使用量の削減

工場で使用していた上水を井水へ

目標値 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 戻したため、年間を通して目標達成

0.130 0.119 0.106 0.102 0.095 0.102 0.118 0.109 0.104 0.088 0.079 0.089 0.084 できました、機械設備の状況に

よりまた戻す可能性もあります。

設備状況にもよりますが

取組は変わらず継続します。

・ 産業廃棄物の再資源化

リサイクル率の向上に努め、新たな取り組みを初め大きく目標を達成しました。

次年度以降も取組を続けていきます。

目標 従業員1人当り 0.130

実績 ㎥/人 0.100

2024年度

実績 枚/ｔ 8.8

単位 2025年度

4.0
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単位 2025年度

目標 総受入量当り 10.0

単位

目標 総受入量当り

実績 ％ 5.5

0.0

5.0

10.0

15.0

本社工場・紙

0.000

0.050

0.100

0.150

本社工場・上水



（2）広島支社

・ 二酸化炭素排出量の削減

・ 電力による二酸化炭素排出量は目標未達に終わった

電力に関しては事務所・保管庫の電力使用量の管理

を行いました。

※電力係数　0.636

・ 電力、軽油、が目標未達

軽油使用車両の増車とエアコン

使用時間の増加が主な原因です

来期も化石燃料の使用量削減に

努める。

2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度 2025年度

42.3 40.8 47.3 45.6 47.7 44.9 49.6 47.1 40.3 49.8

・ 紙使用量の削減

・ コピー用紙使用量は目標未達成でした

前年度より2,173枚増え、係数の運搬量が約77ｔ減った

ことと従業員数の増加が主な原因です。

・ 水道使用量の削減

・ 水道使用量は目標達成でした

今後も引き続き取組を継続して行きます。

・ 産業廃棄物の再資源化

・ 産業廃棄物の再資源化は目標達成しました。

達成はしたが、リサイクル量自体は77ｔ減りリサイクル

率も6.5％減りました、要因として蛍光灯のリサイクルが

減ったこととズポット案件が減ったことです。

目標

単位

収集運搬量当り

2025年度

47.2

実績 44.8ｋｇ-CO2/ｔ
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目標 従業員1人当り 1.28

単位 2025年度

目標 収集運搬量当り 28.3

実績 （㎥/人） 1.02

実績 （枚/ｔ） 31.4

単位 2025年度

目標

実績

6.9

7.6

31.3 7.0

38.4 3.8

電力 ガソリン軽油

実績 （％） 33.8

単位 2025年度

目標 運搬量当り 32.8

0

20

40

60

広島支社・二酸化炭素排出量



７．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟の有無

・ 法令違反の有無

・ 上記のとおり、本社工場に適応される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませでした。

・ 広島支社も環境関連法規に関する違反はありませんでした。

・ 苦情、訴訟の有無

本社工場、広島支社ともに関係諸機関及び利害関係者からの指摘事項、苦情等はありませんでした。

適合

浄化槽 第3条 法定検査 適合

産業廃棄物管理票交付者は、交付した
マニフェストの写しを5年間保存しな
ければならないこととする。

適合第12条

産業廃棄物管理票に所定の事項を記載
した後、定められた期間内に交付者や
処分業者へ管理票の写しを送付・回付
すること。

適合第13条

産業廃棄物の処分を業として行なおう
とする者は、当該業を行なおうとする
区域の都道府県知事の許可を受けなけ
ればならない

第14条 適合

産業廃棄物収集運搬業者、産業廃棄物
の処分業者は、産業廃棄物処理基準に
従う

産廃の収集運搬業者は、収集若しくは
運搬又は処分を、処分業者は、処分を
それぞれ他人に委託してはならない

第14条

第14条

産業廃棄物処理施設の設置者は、当該
産業廃棄物処理施設の維持管理に関す
る技術上の業務を担当させるため、環
境省令で定める資格を有する技術管理
者を置かねばならない。

第17条 適合

適合

フロン排出抑制法 第86条 フロン類使用の適正化に関する措置 適合

適合第300号

適応内容

第138号 排水基準を定める省令

第97号 ばい煙発生施設

第12条

ダイオキシン類に係る排ガス及び排出
水に関する規制

適合ダイオキシン類対策特別措置法 第100号

収集運搬車両の表示 適合

判定

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

騒音規制法 第6条 特定施設の設備 適合

法律

金属等を含む産業廃棄物に係る判定基
準を定める総理府令

適合

適合

適応法

大気汚染防止法

水質汚濁防止法
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８．代表者による全体評価と見直しの結果

（1）環境経営方針の見直し

取組組織の改編を行ったが、基本理念である法令遵守による廃棄物の適正処理に変りはなく、

　次年度以降も引き続き取り組んで行く。

（2）行動指針

全組織で行動指針に準拠したエコアクション２１活動を行なう、今期は特に事故もなく概ね

　良好だった。次年度以降も引き続き老朽化した施設の改修を進めていき適正処理に努める

　リサイクル率についても引続き向上できるように、分別の精度を上げていくようにする。

（3）環境経営目標

次年度は本社工場、広島支社ともに数値目標の見直しは行わない

　本社・広島支社ともに基本理念である法令遵守による廃棄物の適正処理と環境目標達成の両立を

　していくために、全ての人員が知恵を出し合い目標を達成していく。

（4）環境活動計画

今期も新しい取り組み目標があった、常に目的意識をもって、それに対応した環境活動評価

　プログラムを作成し、実行して行く。

（5）環境経営システム

　 各Ｇｒ事の取り組みや全体での意思共通、ＰＤＣＡサイクルはうまくいっていると考える、

　次年度以降も各人で知恵を出し新しい形での推進を進めて行く。

　

株式会社　エスプレス大分
代表取締役　尾形　嘉博

2025年12月30日
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９．代表者による全体評価と見直しの結果環境への取組の記録

（1）本社工場

近隣地域のゴミ拾い活動を毎月行っています。

　地域の美化に貢献出来るよう真剣に活動を行いました。 今後も地域の美化に貢献していきます。

（2）広島支社

積替保管施設周辺のゴミ拾い活動を毎月行っています

　夏季には、草刈活動も行いました、今後も地域の美化活動に取組んでいきます。
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